
男里川水系河川整備基本方針（素案） 
について 

   １．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

  ２．河川の整備の基本となるべき事項 

平成28年9月12日（月） 
平成28年度 第3回 

大阪府河川整備審議会 

資料 2-1 

1 



これまでの審議経過 

2 

○流域の概要（H26.12.24） 
泉州地域における河川の概要として、審議実施。 

男里川水系は、男里川、金熊寺川、山中川、菟砥川の４河川からなる二級水系で、泉南市、阪南市を流れ、そ
の流域は泉南市、阪南市、泉佐野市、和歌山市、岩出市、紀の川市に属しています。 

男里川は、流域面積は約58.66km2、二級指定区間延長は約2.5kmで、和泉山脈に源を発し、大阪湾に注ぎ
ます。 

金熊寺川は、流域面積は約25.82km2、二級指定区間延長は約10.5kmで、男里川の河口から上流1.9km付
近で右岸から合流します。 

山中川は、流域面積は約19.54km2、二級指定区間延長は約2.5kmで、男里川の河口から上流2.4km付近の
男里川上流端で右岸から合流します。 

菟砥川は、流域面積は約12.51km2、二級指定区間延長は約1.5kmで、男里川の河口から上流2.4km付近の
男里川上流端で左岸から合流します。 

男里川水系流域図 男里川水系位置図 

河川延長（管理区間） 

おのさと きんゆうじ やまなか うど 

河川名 
指定延長
（km） 

流域面積 
（km2） 

男里川 2.5  58.66 

金熊寺川 10.5 25.82 

山中川 2.5 19.54 

菟砥川 1.5 12.51 

合計 17.0 ― 



○治水面（H27.3.2、H27.3.23） 

これまでの審議経過 
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平成22年6月に策定した「今後の治水対策の進め方」に基づき、当面の治水目標及び治水手法
について審議を行った結果、 

 ・男里川、山中川、菟砥川：現状で当面の治水目標達成  
 ・金熊寺川：当面の治水目標は「時間雨量80ミリ程度」、治水手法は「河床掘削」 

        ・現況河道で、時間雨量50ミリ程度の流下能力あり。 

        ・現況河道での時間雨量80ミリ程度の降雨で人家への危険度Ⅱが発生することから事業効
率により80ミリ程度を選択。治水手法は費用対効果等を考慮し、河床掘削を選択。 

床下浸水

床上浸水

出典：Google Maps

出典：Google Maps

家屋あり

家屋あり

ゴルフ場

ゴルフ場

人家への影響なし

これらの審議経過を踏まえて、河川整備基本方針について審議。 

80ミリ程度降雨浸水深図（現況河道） 



１.河川の総合的な保全と利用に関する基本方針（基本方針本文P5～6） 
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ア．災害の発生の防止または軽減 
 
 洪水による災害の発生の防止または軽減に関しては、大阪府河川整備長期計画等から、治水
計画は100年に一度程度発生する恐れのある大雨が降った場合に発生する洪水を安全に流下さ
せるものとします。ただし、整備にあたっては段階的に進めるものとします。 
 高潮による災害発生の防止又は軽減に関しては、伊勢湾台風級の台風が大阪湾を室戸台風と
同じ経路で満潮時に来襲することを想定した高潮に対応できる安全度を確保するとともに、近
い将来発生が懸念される東南海・南海地震による津波に対応できる安全度を確保します。 
 さらに、計画規模を上回る洪水や高潮及び整備途上における施設能力以上の洪水などによる
被害の軽減を図るため、流域市、地域住民等の協力のもと、流域が元来有している山地、丘陵
地域での保水機能、低平地での遊水機能が保持、維持できるよう努めます。 
 また、降雨時における雨量、河川水位、潮位などの情報提供や流域市と連携したソフト施策
により、住民の災害に対する意識啓発を行うとともに、安全な避難行動や地域防災活動を支援
します。 

【河川整備長期計画】 
 一生に一度経験するような大雨（大阪では時間雨量80㍉の

降雨に相当）が降った場合でも、川があふれて、家が流され、
人が亡くなるようなことをなくすことを目標とする。 

【河川砂防技術基準［計画編］】 

 計画の規模の決定に当たっては、河川の重要度を重視すると
ともに、既往洪水による被害の実態、経済効果等を総合的に考
慮して定めるものとする。 

河川の重要度 
計画の規模 
（超過確率年） 

A 級 
B 級 
C 級 
D 級 
E 級 

200以上 
100～200 
50～100 
10～50 
10以下 

「河川砂防技術基準 解説」より抜粋 

河川の重要度と計画の規模 
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イ．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 
 
 流水の正常な機能の維持に関しては、河川水が農業用水として利用されてい
ることから、農業用水取水施設等の機能維持を基本として、適正かつ効率的な
水利用が図られるよう努めます。 
 さらに、河川の水質や景観および動植物の生息・生育環境に十分配慮して、
確保すべき流量の設定について、引き続きデータの蓄積に努め、今後、地域住
民及び農業関係者等と調整を図りつつ、検討を進めます。 

ウ．河川環境の整備と保全 
 
 河川環境の整備と保全に関しては、流域が持つ歴史・文化・景観及び市街化
の進展状況を考慮するとともに、沿川住民が男里川に親しみや関心を持ち、川
や河畔林が暮らしの中に活かされるよう、様々な情報提供を行うなど地域と連
携し、各地域の特徴を生かした川づくりを行います。 
 特に、良好な自然環境が残る中・上流部では、流域市の農地の保全施策等と
連携し、自然河岸や河畔林等の保全に努め、動植物の生息・生育環境を保全・
創出していきます。 

１.河川の総合的な保全と利用に関する基本方針（基本方針本文P5～6） 



2.河川の整備の基本となるべき事項（基本方針本文P7～8） 
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（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項 
 基本高水は100年に一度程度発生する規模の降雨で発生する洪水を対象とし、その
ピーク流量は基準点「男里川橋」において850m3/sとし、これを河道へ配分します。 
 
（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項 
 男里川における計画高水流量は、基準点「男里川橋」において850m3/sとします。 

「男里川工事実施基本計画（H9.11）」より 

「二級河川 男里川外 河川氾濫解析検討業務委託（平成25年3月）」時の流出計算より 

 基本高水のピーク流量は、基準地点男里川橋

において850m3/sとし、これを河道へ配分する。 

 男里川における計画高水流量は、平野橋地点

において480m3/s、その下流で金熊寺川及び残

流域からの流入量を合わせ、男里川橋地点にお

いて850m3/sとし、河口まで同流量とする。 

流量（m3/s） 最小単位（m3/s） 

100未満 
100以上～500未満 

500以上～1,000未満 
1,000以上 

5 
10 
50 

100 

「中小河川計画の手引き（案）H11.9」より抜粋 

計画流量の表示方法 

 おのさとがわばし 



2.河川の整備の基本となるべき事項（基本方針本文P7～8） 
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（３）主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に関する事項 
 主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る概ねの川幅は、次表の通り
とします。また、河川工事の実施にあたり、河道横断形については現況の形状を尊
重した上で必要に応じて拡幅等を行い、適正な河川環境の保全に配慮したものとし
ます。  

「男里川水系工事実施
基本計画（H9.11）」より 

（４）主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項 
 男里川水系では、河川水は農業用水として利用されています。流域にあるため池の
運用等により、過去において取水への障害は生じていません。 
 流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、引き続きデータの蓄積に努め、流
況や取水実態、動植物の生息・生育環境の状況等を総合的判断の上、今後さらに検討
を行います。 

河川名 地点名 
河口または合流点からの距離 

(km) 
計画高水位 

(O.P.+m) 
川幅 
(m) 

男里川 
菟砥橋 

河口から 0.5 5.53 111 

男里川 
男里川橋 

河口から 1.7 10.81 109 

男里川 
平野橋 

河口から 2.2 13.65 43 

金熊寺川 
男里橋 

合流点から0.2 13.44 43 

山中川 
東打合橋 

合流点から0.1 16.75 27 

菟砥川 
西打合橋 

合流点から0.1 16.37 24 

うどばし 

おのさとがわばし 

おのさとばし 

ひらのばし 

ひがしうちあいばし 

にしうちあいばし 


